（法第10条第１項関係様式例）

　　　　　　　　　　　　年（年度）


　　　 ① 

 会計収支予算書



　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　から　　年　　月　　日まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（特定非営利活動法人の名称）

 　　　　　　科　　　　　　目


 　　　　　　　金　　　　　　額



 Ⅰ　収入の部

 　１　財産運用収入

 　　　　・・・・・・

 　　　　・・・・・・

 　２　会費・入会金収入

 　　　　・・・・・・

 　３　事業収入

 　　　　Ａ事業収入

 　　　　Ｂ事業収入

 　　　　・・・・・

 　４　・・・・・

 　　　　・・・・・

 　　　当期収入合計（Ａ）

 　　　前期繰越収支差額

 　　　収入合計（Ｂ）

 Ⅱ　支出の部

 　１　事業費

 　　　　Ａ事業費

 　　　　Ｂ事業費

 　　　　・・・・・

 　２　管理費

 　　　　・・・・・

 　　　　・・・・・

 　３　・・・・・

 　　　　・・・・・

 　４　予備費

 　　　当期支出合計（Ｃ）

当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） 
 　　　次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ）
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××× 


（備考）

　１　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。

　２　設立の初年及び翌年の収支予算書はそれぞれ別に作成する。

　３


   ① 

 の部分には、「特定非営利活動に係る事業」、又は収益事業を行う場合にあっ



　　ては「収益事業」と記載し、事業毎に区分して別葉として作成する。なお、「特定非営利活　　動に係る事業」及び「収益事業」のいずれにも該当しない事業を行う場合には、「その他の　　事業」と記載し、それらと区分して別葉として作成する。

　４　収益事業を行う場合は、収益事業会計収支予算書及び特定非営利活動に係る事業会計収支　　予算書について、収益事業会計から特定非営利活動に係る事業会計への繰出繰入が明らかに　　なるような科目を追加し、経理するものとする。

